


















学位授与の日付 昭和 47 年 3 月 1 日












1) 気相でのテトラアミノエチレンのイオン化ポテンシャル( 1 p )とリドベルク状態。真空紫外
分光光度計を製作し、著者が合成したテトラキスジメチルアミノエチレン (TMAE) およびテトラ
メチルピイミダゾリジン (TMBI) の 1 p と吸収スペクトルを測定し、これらが極めて低い 1 p (約
5.4 e V 、現在知られているものの中で最低)をもつことを見出した。また TMAE と TMBI は、




2) 溶液中での光イオン化とリドベルク状態。 TMAEの 1 p が低いので、溶液での光イオン化現















アミノエチレンなどのアミノエチレン類が5 .4 eV という驚くべき低いイオン化電位をもつことを見
出した。これはこれまでの常識をはるかにこえるものであって、その発見の意義は大きいといえる。
さらにいくつかの有機溶媒中にわいてこれらの分子の吸収、発光スペクトルと光電流を測定し、その
結果、溶液中における光イオン化に必要なエネルギー値を求め、これからはじめて溶液中の電子のエ
ネルギーを明らかにし、またイオン化およびRydberg 状態におよぼす溶媒の影響について貴重な知見
をもたらした。これらはすべて従来未到の領域に属するものであって、その研究の学問的意義は大き
い。また研究上において示された題目選択における独創性、測定の技術、実験結果の解釈に要する理論
的な能力等はいずれも高度なものであって学位論文に充分にふさわしいといえる。
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